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そこで､電子の g -factorが0であるとして少数系のノヽ ミル トニアンの対角化の方
法で分数量子ホール効果の可能性を調べた｡しかし､電子間の相互作由をクーロンとした
時には､分数量子ホール効果を与える.ような基底状態は得 られなかった｡一方､相互作用
を適当な形にすると､分数量子ホール効果を与える基底状態を得ることができる｡このよ
うな基底状態は今のところ3種類のものが見つかっている｡しかし､そのときの相互作用
はあまり現実的ではない｡そこで､相互作用をクーロンから少 しずらしていったとき､分
数量子ホール効果を与える三種類の基底状態のうちどれが出やすいかを調べた｡その結
果､電子間の相互作用が弱いスピン依存性を持てば､偶数分母の分数量子ホ1-ル効果が観
測されうることがわかった｡
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